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【目的】小児の呼吸器感染症では、クラリスロマイシンドライシロップ (CAM-DS)
が汎用されているが、酸性薬剤であるカルボシステイン (CC) ドライシロップ
（CC-DS) 及び細粒 (CC-Gr) との併用により苦味が増強することが服用上の問題
となっている。そこで我々は CAM-DS と CC-DS または CC-Gr 併用時の苦味を緩和
しコンプライアンス向上につながる服用方法を検討すべく官能試験を行った。 
【方法】健康成人男性 6 名を被検者として、塩酸キニーネ溶液 (0.01-1.0 mM)を
標準液とし、各サンプルの苦味を 5 段階（苦味強度 0-4）にスコア化した。CAM-DS 
1g (体重 13.3kg 小児用量) を水 25 mL に懸濁し、その 2 mL を口中に 5 秒間含み
その苦味強度を評価し、CAM-DS と CC-DS、CC-Gr またはシロップ剤（CC-Sy）とを
混合した時の各々の苦味強度と比較した。また各種飲料の影響、および CAM-DS 先
発品と後発品の苦味や服用感についても比較検討した。 
【結果および考察】CAM-DS（先発品）単剤での平均苦味強度は 0.5 であったが、
酸性薬剤である CC-DS 又は CC-Gr（先発品）との混合により pH が低下し、平均
苦味強度が各々 3.8 及び 2.0 と有意に増強された (P < 0.05)。しかし、CC-Sy
（先発品）の混合は、CAM-DS の苦味強度に影響を与えず、pH も弱塩基性に維持さ
れていた。また、牛乳やココアは、CC-DS と CC-DS/Gr の混合による苦味を軽減
できた。したがって、CAM-DS と CC を併用する際は、CC 製剤としてシロップ剤を
選択（疑義変更）することがコンプライアンスの向上につながると考えられる。
また牛乳やココアも苦味の軽減に効果があることが判明した。 
 


